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『博物館友の会･白書は可能か？』

神奈川県立博物館は、創立以来3 0年を超
える歴史をもち、以来、自然誌系と歴史系と
が一体となった運営を通してきた。それ故に、
友の会の結成はできなかった。以来、自然系
部門が小田原の地に誕生し、ようやく “友の
会 ”が機能するようになってきた事実は、と
ても重要である。
さて、生命の星・地球博物館 “ 友の会 ” に

は、正式に県立の肩書きはない。館の特性や
目的に参集した誠意と善意のボランティア集
団である。文部科学省からは毎年のように国
からの委嘱事業が公募され、生命の星・地球
博物館はこれに賛同して何がしかの県費でな
い 経 費 を 受 け て 活 動 して い る が 、 “ 友 の 会 ” は
主 体 と は な り 得 て い な い の で あ る 。 “ 友 の 会 ”
の在り方は全国的に眺めても大変不安定であ
り、それがない場合やN P O法人化したもの、
活発に機能しているケースなどがある。
生 命 の 星 ・ 地 球 博 物 館 の 場 合 を と り あ げ て

み よ う 。 会 長 に は 不 肖 小 生 が そ の 任 を 負 っ て
い る が 、 必 然 的 に 様 々 な 制 約 が あ り 、 と り わ
け不況の中経済的な面で、ほぼ会費が通信費
で消化されてしまう現状は頭が痛い。前館長
であるという立場には十分な敬意が払われて
い る が 、 会 員 が 東 京 な ど 県 外 の 人 々 も 少 な く
ない構成で、500名を超えていることが、一
番大きな課題ではあろう。
館 自 体 の 学 芸 員 の 有 志 の 方 々 に は 、 時 に よ
り 場 所 を 選 ん で い ろ い ろ “ お 手 伝 い ” を し て
も ら う こ と も 少 な く な い 。 も ち ろ ん 、 県 費 を
こ れ に 当 て る こ と は で き な い 。 講 師 を 外 に お
願いしても限度というものがある。野外活動
には参加者の人数にも制限があり、催事者が
事故のないような配盧をするのも大きな苦労
の一端である。
全 国 的 な 視 点 で こ の よ う な 例 を 見 る と 、 や

は り 同 じ 悩 み を 持 つ 所 は 多 く 、 活 発 な ケ ース
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友 の会会長濱田隆士

友の会を熱く語る濱田会長

はむしろ稀である。外国では、元館長や元館
員の善意によるガイドもあって、羨ましい限
りである。わが国で、どのように博物館 “友
の 会 ” を 成 立 さ せ る か は 、 母 体 で あ る 博 物 館
自体の多様性が大きいことに加え、“友の会”
の メ ンバー は 「 自 由 意 志 」 の 集 団 で あ る こ と
も 、 活 動 が つ い に 全 般 に わ た ら な い 悩 み が と
もなう。
このような事態の解決には、何が有効かを

考え、検討し、合意を得ることが不可欠であ
ろう。学芸員等のさらなる協力も欠かせまい。
そこで、一案として、これまであまり考盧さ
れて こ な か っ た 局 面 と して の 、 “ 友 の 会 ” 白 書
と い う ケ ース が 浮 上 して く る 。 も ち ろ ん 前 例
は な い 。 政 府 等 公 な 機 関 か ら は 、 白 書 と して
良い言葉が並ぶ。要は行動であり、ハンズ・
オン型思考をベースにすることであろう。
生命の星・地球博物館は2005年に創立10

周 年 を 迎 える 。 1 0 年 と い う 節 目 を 目 前 に し 、
博物館 “ 友の会 ” 白書を皆で真剣に考えてみ
よ う で は あ り ま せ ん か 。 問 題 点 を 羅 列 す る の
でも良い。とにかく当たって砕けるの姿勢が
肝要なのです！
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ミューズ・
友の会NOW

平成15年度総会報告と次年度への期待

平成15年度友の会総会が3/20（祝）に開
催されました。今年はミュージアムシアター
で行い、300名収容の会場で会員の方が何人
来ていただけるのか？ちょっと不安でしたが、
ミューズ・フエスタ200 4のオープニングも
手伝って、例年に比べ多くの会員の皆さんが
参加されホッとしました。（会員出席65名）
濱田会長のミニ講演会「博物館 ‘ ‘ 友の会 ”

白書は可能か？」では、これからの友の会の
在り方を示唆いただきました。議事に進み、
平成1 5年度の友の会運営では、会計や通信
発送などの問題に対して様々な見直しをした
ことを報告し、平成1 6年度に向けては、よ
り一層の会員皆さんのご協力を得ながら、事
務局を友の会主導で充実させること、通信発
送を担う広報グープの活動を支援していくこ
と、友の会入会パンフレットを新たに作成す
る こ と を お 伝 え し ま し た 。 昨 年 の 反 省 を 生 か
して パ ソ コ ン を 利 用 し た 映 像 （ パ ワ ー ポ イ ン
ト）にまとめ、見やすく分かりやすい工夫を
しましたが、如何でしたでしょうか。同封い
た し ま し た 総 会 資 料 も 、 今 後 は 見 易 い も の に
工夫して行きたいと思います。
ミューズ・フエスタ200 4では、多くの会員
が ス タ ッフ と して 博 物 館 職 員 と 共 に 汗 を 流 し
ま し た 。 詳 し く は 別 の 報 告 に 譲 り ま す が 、 特
筆 す べ き こ と と し て 特 別 展 示 室 の “ 友 の 会 コ
ー ナ ー ” の パ ネ ル や 展 示 の 仕 方 が グ レ ー ド ア
ップ！したことをぜひお伝えしたいのです。
日 頃 お 世 話 に な って い る 学 芸 員 の 細 や か な 指
導と、会員スタッフの熱心な学習と惜しみな
い努力で出来たものです。昨年度以上に学芸
員やより多くの会員の皆さんと協働して実施
で き た こ と は 、 大 き な 成 果 だ っ た と 考 えて い
ます。16年度も更なる発展を目指し、会員の
皆 さ ん の ご 協 力 に 期 待 して 友 の 会 の 運 営 に 当
た り た い と 思 い ま す の で、 ど う ぞ 宜 し く お 願
いいたします。 （友の会副会長佐藤昭男）

講演会･企画展
「きらわれものだｮ、全員集合！」を終えて

学 芸 員 出 川 洋 介

ラ イ ブ ラ リ ー の 書 棚 に 「 ラ イ ブ ラ リ ー 日 直
日 誌 」 と い う ノ ー ト が 保 管 さ れて い ま す。 当
初 、 日 直 当 番 の 申 し 送 り 用 の ノ ー ト だ っ た よ
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フ ヱ ズ タ ” 鍔 蕊
うですが、次第に学芸員の交換日記のような
ものになっていきました。僕が就職したばか
りの1998年6月15日の頁に「…将来、寄生
虫の藤田紘一郎氏とか、ダニの青木淳一氏と
か … に 来 て も ら っ て 嫌 わ れ 者 の ミ ニ シ ン ポ ジ
ウム を 是 非 企 画 し た い … 」 と い う 書 き 込 み を
しました。当時、まさか青木先生が館長にな
ろうとは思ってもいませんでした。 6 年 を 経
て、今回実現に至った背景には、友の会の皆
さんの存在も大きな支えとなっていました。
今回のきらわれもの講演会関連企画は去

年 1 0 月 に 草 案 が 決 ま り 、 実 質 的 な 準 備 は 年 が
明 け て か ら と 、 忙 し い 日 程 と な り ま し た 。 年
度末に向けて博物館内も更に慌しくなり、準
備期間には厄介なこともありましたが、皆さ
んから楽しかったという感想がたくさん寄せ′へ
ら れ 、 本 当 に や っ て 良 か っ た と 嬉 し く 思 っ て
い ま す。 講 演 会 に 加 えて 企 画 展 ま で 盛 り 込 ん
で し ま っ た た め 、 同 僚 学 芸 員 達 の 忍 耐 強 い 助
言 ・ 協 力 を 仰 ぎ つ つ 、 展 示 準 備 で は 友 の 会 オ
ープ ン ラ ボ の ス タ ッフ や 博 物 館 菌 類 ボ ラ ン テ
ィア の 皆 さ ん に 、 連 日 朝 か ら 夜 遅 く ま で お 手
伝 い い た だ き ま し た 。 こ の 事 業 の 開 催 は 、 友
の 会 ・ ボ ラ ン テ ィア の 協 力 な し に は 決 して 実
現 で き な か っ た と 思 い ま す。 中 心 的 役 割 を 担
って下さったスタッフの ｢ 大 変 で はあったが、
勉強になりとても楽しかった。」という感想が
心に響きます。演者の藤田先生、青木館長、
企画展に協力くださった伊沢・皆越両先生は
じめ、多岐にわたり献身的なご協力を下さっ
た皆様にこの場をお借りしてお礼申上げます。βへ
どなたも、学生時代に学校の文化祭に携わ

っ た 楽 し い 思 い 出 を お 持 ち で は な いで し ょ う
か。去年から始まった開館記念日のミュー
ズ ･ フ ェ スタはまだ手探り段階にありますが、
個人的には、これを年に一度の博物館の文化
祭のようなものにしていけたら良いなと思っ
ています。博物館の活動は、友の会やボラン
テイアなど多くの方々に支えられていますが、
日頃の一つひとつの活動は大変地道なもので
す。分野ごとに、それぞれの目標に向けた努
力を続けているわけですが、将来、博物館に
関わる友の会やボランティアの方々と館の全
職員とが準備段階から協力して携わり、年に
一度のハレの日の企画を実行できるような体
制が整えられると良いと考えています。



- 枚 ず つ 位 置 を 確 認 し な が ら の 飾 り つ け

ミューズ・フェスタZOO4報告:3月20 ,2 1日
企 画 展 ： 3 月 2 0 日 ～ 4 月 4 日

今回は博物館との共催事業として参加しま
した。講演会の「きらわれものだョ、全員集
合！」では、寄生虫の藤田紘一郎先生、ダニ
の青木館長、カビの出川学芸員が集合し、き
ら わ れも だ っ て 人 間 生 活 に 大 切 な の だ ！ と ユ
ー モ ア た つ ぶ り に 力 説 、 企 画 展 「 き ら わ れ も
の た ち の 意 外 な 素 顔 」 で は 、 ユ ー モ ラス な 写
真 に き ら わ れ も の た ち も 人 気 者 に な っ て い ま
した。友の会コーナーでは「自然科学の扉を
開 く 友 の 会 」 と い う テ ー マ で、 各 分 科 会 （ 事
務 局 、 広 報 グル ープ、 サ ロ ン ・ ド ・ 小 田 原 、
植 物 観 察 会 、 自 然 倶 楽 部 、 地 学 グ ル ープ、 昆
虫 探 検 隊 、 オ ープ ン ラ ボ ） の 活 動 を パ ネ ル や
模 型 を 展 示 して 紹 介 し ま し た 。 ま た 、 広 報 グ
ル ープ で は 在 庫 の 「 自 然 科 学 の と び ら 」 を 販
売 、 気 合 が 入 って い た た め か 、 1 6 年 度 予 算 収
入目標を大きく上回る売上げでした。
友 の 会 会 員 か ら 昨 年 同 様 に 協 力 ス タ ッフ を

募集、何と187名が事前準備から当日の作業、
企 画 展 最 終 日 ま で ミ ュ ーズ ・ フ ェ ス タ を 盛 り
上げました。
絶 え る こ と な い 人 、 き ら わ れ も の の 写 真 に

驚 き の 声 を 上 げ る 子 ど も … … エ ン ト ラ ン ス ホ
ー ル は 普 段 の 博 物 館 に 見 ら れ な い 熱 気 に 満 ち
て い ま し た 。 そ の 中 で 持 ち 場 の 作 業 を す る ス
タ ッフ ひ と り 一 人 、 生 き 生 き と して 実 に 頼 も
し か っ た 1 来 年 は 博 物 館 開 館 1 0 周 年 、 こ の
友 の 会 の 勢 い を 、 ホ ー ル - 杯 に 響 か せ た い も
の で す 。 （ 事 務 局 中 村 恭 子 ）

ミューズ・フェスタZ日間の記録
●来館者数（概算）4 ,500名
●常設展入場者数（チケット数）3 , 0 3 7枚
★友の会新規入会者数 1 6 名
★ 自 然 科 学 の と び ら 販 売 1 7 2 冊 、 収 益 ￥ 1 7 ， 2 0 0

ミ ュ ー 蕊 ‘ フ ヱ ズ タ ” 舞 葉
スタ､ソフの感想から

☆親子でスタッフ参加。とても楽しい時間がも
てて本当によかった。特に講演は最高に楽し
く、あっという間でした。来年も楽しみ。

☆気持ばかりのお手伝いでしたが、なかなかの
賑わいで嬉しくなりました。講演会も会場は一
杯でしたね。帰りには古書や物産など重いほど
買いました。

☆とても楽しく心膨らむフェスタでした。お手
伝いできましたこと、感謝です。

☆博物館の入館者があれ程多いのを見たのは
初めて。ミューズ・フェスタの力なのでしょ
う1これからの博物館は生き残りをかけて、ど
こも大変ですね。友の会の力を感じました。

☆生命の星・地球博物館の友の会やボランティ
アはスゴイね！（写真家伊沢正名氏/企画展）

ミューズ・フェスタに向けての準備
今年のフェスタでは、友の会の活動を広い

場 所 で 正 式 に 発 表 で き る 事 に な り 、 そ の た め
の パ ネ ル 作 り の ノ ウ ハ ウ も 伝 授 して く だ さ る
ことが事務局より伝えられました。博物館が
友の会を「良き相棒と認めてくださった証拠」
と、とても嬉しく思いました。
見 や す く 格 好 良 い パ ネ ル が 作 れ る よ う に

と 、 写 真 で も 地 図 で も 自 作 の 絵 で も 、 パ ソ コ
ン上で編集ができるソフトの操作を各グルー
プ代表が教わり、グループに持ち帰っての作
業 が 始 ま り ま し た 。 会 場 で 皆 さ ん の 目 に 留 ま
っ た 活 動 紹 介 パ ネ ル の 出 来 は 如 何 だ っ た で し
ょうか。あの形にこぎつけるには、陰に瀬能・
樽学芸員をはじめ多くの学芸員の献身的応援
がありました。会場設定、大きい紙面のパネ
ルの仕立て方、展示に必要な工作物の製作へ
のアドバイス・協力等など。
今 回 の 作 業 を 通 じ て 、 学 芸 員 さ ん の 展 示 物

に対するプロ意識を知りました。博物館は展
示 を 通 じ て 、 自 然 科 学 を 理 解 して い た だ く 部
分 が 大 き い で す か ら 、 展 示 物 の 内 容 と そ の 装
丁 は 最 重 要 な こ と で す。 妥 協 を 許 さ な い そ の
態度を私は頼もしく感じました。博物館は財
政難、 独 立 行 政 法 人 化 と 多 難 の 時 代 で す が 、
こう い う 熱 い 職 員 の 方 々 が い る 限 り 、 き っ と
こ の 博 物 館 は 新 し い 時 代 に 適 応 で き る と 自 信
を 持 ち 、 友 の 会 全 員 で 博 物 館 を 盛 り 立 て る 価
値 が あ る と 思 い ま し た 。 来 年 は 自 力 で 良 い 展
示 物 を 作 っ て 、 今 年 の 学 芸 員 さ ん の 苦 労 に 報
いたいと思います。 （友の会赤堀千里）
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私の担当は古生物（化石）なので「博物館
周辺で化石採集・・・」としたいのですが、
残念ながら博物館周辺で化石採集ができると
ころはありません。箱根湯本周辺で採集され
た 記 録 が あ り ま す が 、 現 在 で は 不 可 能 な の で
紹介できません。そこで、ちょっと切り口を
かえた話題にしたいと思います。
1 身近な自然を観察しよう
皆さんの身の回り（自宅の周囲）には、お

もしろい自然現象がたくさんあります｡でも、
多くの人は気付いていないでしょう。それを
見 つ ける た め に は 、 じ っ く り と 観 察 す る こ と
が大切です。
私 は 化 石 だ け に 興 味 が あ る わ け で は あ り ま

せん。子供の頃は昆虫採集をし、展翅・展脚
を行いました。また、哺乳類も好きで、獣医
になりたいと考えていた頃もありました｡今、
専門分野は化石ですが、休日には昔の経験を
生かし？身の回りの自然を記録しています。
そ れ ほ ど 一 生 懸 命 で は な く 、 気 付 い た と き に
気付いたことだけを記録しています。この記
録を博物館で他の学芸員に見せると、分野に
よっていろいろな話を聞くことができます。
私が博物館をおもしろいと感じるところは、
こんなところにもあります。
今回は身近な自然観察について、手前味噌

ですがちょっと自分のことを紹介しましょう ‘
2 ど う や っ て 観 察 す る ？
観察の方法は様々ですが、大事なことは証

拠 （ 標 本 な ど ） を 残 す こ と と 、 記 録 を 取 る こ
と で す。 自 然 観 察 で 証 拠 を 残 す こ と は 、 後 に
誰 か が 検 証 す る た め に 非 常 に 重 要 で、 証 拠 が
残されていなければ確認できません。そして、
じ っ く り と 観 察 して ノ ー ト な ど に 記 録 し ま し
ょ う 。 記 録 を 残 す こ と で、 証 拠 が 得 ら れ た 状
況をより詳細に残すことができます。自然の
サイクル は 1 年 （ 四 季 ） な の で、 1 年 間 どの よ
うな変化があるのか記録してみましょう。
3 ． 対 象 は ？
自然という言葉には、動物、植物、地質、

気 象 な ど 様 々 な も の が 含 ま れ ま す。 こ れ ら を
すべ て ま ん べ ん な く 調 べ る こ と は 、 非 常 に 難
し い も の で す。 そ こ で、 的 を 絞 る の が い いで
しょう。観察する対象はどのようなものでも
構 い ま せ ん 。 大 事 な こ と は 興 味 を も って い る

一
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博物館周辺の身近な自然シリーズ（その3）
博 物 館 周 辺 の ？ 身 近 な 自 然 観 察 学 芸 員 榑 倉 l l

こ と 、 ま た 手 軽 に 続 け ら れ る こ とを 調 べ る 対
象にすることです。
4 ど ん な 成 果 が 出 る ？
集めた情報（証拠）を調べてみることで、

身 の 回 り の 自 然 の あ る 1 面 が 見 えて く る は ず
で す。 同 じ 情 報 で も 調 べ 方 に よ って わ か る こ
と は 様 々 で す。 調 べ 方 が わ か ら な い と き に は
学芸員に相談してみてください。いろいろな
助言をしてくれるでしょう。
5 証 拠 は ど う す る ？
採集した証拠はどのように管理したらよい

で し ょ う か ？ は じ め は 数 少 な い 標 本 も 、 継
続して集めればしまっておくことができない
く ら い の 量 に な るで し ょ う 。 そ ん な と き ‘ ‘ 捨
て る ” な んて こ と は 考 え な い で く だ さ い 。 そ
れ よ り も 博 物 館 な ど に 預 け てく だ さ い 。 博 物
館 に 寄 贈 す る こ と で、 博 物 館 の コ レ ク シ ョ ン
の 充 実 に 貢 献 で き ま す。 そ の と き に 大 切 な こ
と は 、 い つ 、 ど こ で、 誰 が 採 っ た の か 、 と い
う 記 録 を 標 本 に 付 け て お く こ と で す。 特 に 報
告を行い（印刷物にする）、 記 録 に残した標
本 は 、 で き る だ け 個 人 で は 所 有 せ ず に 、 博 物
館 な ど に 寄 贈 してく だ さ い 。 な ぜ か って ？
記 録 と して 残 さ れ た 標 本 は 、 そ の 後 い つ 誰 か
ら問い合わせがくるかわかりません。1 0年後、
2 0年後かもしれませんし、さらに1 0 0年後かも
しれません。国内だけではなく、海外からも
連 絡 が あ る か も し れ ま せ ん 。 そ ん な と き に 標
本 を 管 理 し 、 対 応 で き る の が 博 物 館 で す。 記
録に残った標本は自然を認識する上で貴重な
証拠となるのです。ただし、寄贈しても標本

が 登 録 さ れ な い 場 合 も あ
る こ とを 承 知 して お いて
ください。基本的にはす
べ ての 標 本 を 同 等 に 扱 い
た い の で す が 、 か け ら だ
っ た り 、 す で に た く さ ん
標 本 が あ る と き に は 、 場
合によっては処分せざる
を得ない こ と も あ り ま す。

図 1 ： 採集したクビ
ア カ ト ラ カ ミ キ リ．
胸部が赤い．

（
）



6．役立った標本たち
残 さ れ た 標 本 は 、 学 芸

員の研究材料となること
もあります。私が採集し、
博物館に寄贈した標本の
い くつ か は 、 当 館 の 学 芸
員によって報告されて記
録が残されています。そ
れらを紹介しましょう。

図 2 ： 採 集 し た 仙 人
杖．竹類寄生菌によ
り 黒 色 に 変 わ っ た
マダケ．約1 00cm.

・ 昆 虫
私の採集した昆虫標本がちょっとした報告

に役立ちました。1996年に入生田で採集した
ヒラタクワガタ、1 999年に湯河原町で採集し
たコカブトムシは、最近神奈川県内では確認
さ れ る こ と が 少 な く な っ た 種 と して 苅 部 学 芸
員、高桑学芸員によって報告されました（苅
部・高桑,  2000) ｡ 2001年には、高桑学芸員
の 研 究 テ ーマ の 一 つ で あ る ク ビ ア カ ト ラ カ ミ
キ リ （ 図 1 ） を 採 集 し ま し た 。 こ の 記 録 は 報
告されることになりました（高桑・堀井，投
稿中）。
・ 菌 類
菌類の標本は、すべて出川学芸員に託し、

博物館に寄贈しています。私自身は菌類につ
いて 詳 し い こ と は 分 か ら な い の で す が 、 お も
しろいのは出川学芸員の話を聞くことです。
ですから現在はもっぱら標本の蓄積に努めて
います。標本を蓄積することで、調査地域の
菌類相を明らかにすることができるでしょう。
そ して 私 が 採 集 し た 仙 人 杖 （ 図 2 ） は 、 出 川
ほか（20 0 4）の中で報告されました。
・自分でも
私 自 身 も 専 門 と して い る 化 石 以 外 の 分 野 で

報 告 を 行 い ま し た 。 そ れ は 、 外 来 種 で あ る ヨ
コヅナサシガメの記録です。1 9 9 6～97年にか
け て 小 田 原 市 内 で ヨ コ ヅナ サ シ ガメ を 採 集 し
ま し た 。 こ の 記 録 は 県 西 部 の 比 較 的 早 い 記 録
にあたり、高桑ほか ( 1 9 9 8 ) で 報 告されまし
た 。 生 物 の 初 めて あ る い は 早 期 の 記 録 は 、 よ
く 報 告 さ れ る の で す が 、 そ の 後 どの よ う に 変
化 し た か と い っ た 報 告 は あ ま り 多 く な い よ う

です。ヨコヅナサシガメについても同様で、
分布が確認された後、どのようなペースで増
加するのか不明でした。たまたま2001年に小
田原市の城山競技場周囲の樹に、多くのヨコ
ヅナサシガメの幼虫が越冬しているのを発見
したので､その状況を調査しました｡結果は、
城山競技場の周りだけでも約400頭が越冬し
ているというものでした。この状況を2002年
の神奈川自然誌資料に投稿しました（樽，
2002：図3）。

'1糸jl蔀､職熱演科(2.1):47響諏.縄澁.2鉦

小田原市城山競技場におけるヨコヅナサシガメの越冬状況

樽 創

Hajime Taru; Notes on thc hibemati()n of A""sllodrus (J(血が(恥､】勘iI〕te”:R“uvi
idae) inSh i ro”ma,Odawa” ,K我n撒餌waPr⑧f“tur噂

は じ め に 中 で 小 田 原 市 へ の 淵 { 稚 ' ” 索 域 と 推 定 さ れ て い る c

ﾖｺヅﾅｻｰｼガﾒ(“･』"ざﾙoか4F‘kﾉﾙnjj)は婦化兇ﾖｺヅﾅｻｼ方ﾒの記録ば.いずれも初記録などの
虫として知られる大型の ｻ ｼ ガ ﾒ 額である〃明椅以分布の雌先端を洲うもの ･で , これまで分布 " ･ 拡大力
燦こ日本に渡来したと考えられ(大野.I”l),南剛県 を示すようなデ･-タは公表猷Lていない熟考は2001
より初記録されたc<進士,1928;中尾.I9S4L年3月に小田脈市域111競技場において，多数のﾖｺ

図 3：ヨコヅナサシガメの報告（神奈川
自然誌資料より）．

7 ． お わ り に
身の回りの自然観察について、自身の例を

紹介しました｡博物館周辺ではありませんが、
私が主に記録をとっているのは小田原市内で
すので、大目に見てください。皆さんの周囲
にも、おもしろい現象があるでしょう。ちょ
っ と 注 意 して 観 察 す る と 見 つ か る か も し れ ま
せん。
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第15回植物観察会 七沢と鳥屋 2004.3.10
『初めての観察会』

天気は上々。良く晴れて暖かく、遠足気分す。細かなところに何も気付かない私ですが、マ
で出かけました。初めての参加なので、バスから イペースでまた参加したいと思いました。
降りたとたんに、皆さんが本を出したり、虫めが （根本順子）
ねや双眼鏡を出したりするのを見てタジタジと
なってしまいました。
それでもクヌギ、コナラとイヌシデの見分け方

を教えてもらい、これなら私にも分かりそうだと、
「コナラ、クヌギ」などと言いながら歩きました。
少々間違っても樹は文句を言うまい。いいなあ、
樹は。自然に咲いている福寿草もとってもきれい
で、こんな風に咲いているのを見るのは初めてで

福寿草

植物ノート コクサギを眺めて

昨年の暮れ友人と大山聖峰を歩いていたら、葉を落とし
たコクサギがたくさん目に付きました。枝にはすでに種子
を飛ばした果実がついていました。果実のついた枝を一枝
持ち帰り花瓶に挿しておきました。
コクサギは観察会でいろいろと話題になる植物です。話

題の一つにコクサギ型葉序というのがあります。葉のつき
方が少し変わっていて、左右2枚ずつついているように見
えるのです。
さて、花瓶に挿したコクサギを眺めていたら、枝は左右

に交互に出ています。葉の葉腋に冬芽がつくので、枝も葉
と同じように左右に2本ずつ出ているのかと思ったら、そ
うではないようです。なぜ枝は葉のつき方と違って左右に'ゞ↑拳'ふ'､圭。〈，。よ辿恢峰未w̅』ご忽竺建つ‘生信'ー｜ コクサギ型葉序
交互になっているのかなと思いました。
そこで、昨年の葉の落ちた痕（葉痕）を調べてみました。

すると、-年前の葉痕は伸びた枝の基部と，その下についている果実の枝の基部に見え
ました｡コクサギ型葉序といわれる2枚ずつついている葉の、
上の葉腋には葉芽がつき、下の葉腋には花芽がついているの
です。そのため枝は葉と違い左右に交互についているように
見えたのでした。
3月に入り、コクサギの冬芽がほころび始め、大きさに違

いが出てきました。左右に2個ずつついていた冬芽は上側の
ものは大きく葉芽で、下側のものは小さい花芽で、まるで、
葉芽と花芽が1組になっているようです。
今回観察した枝は雌株でしたが，雄株ではどうなのでしょ
う。この春の観察のテーマに加えてみてはいかがでしょう。

（佐々木あや子）

近況報告や活動紹介をお寄せ下さい！
皆さんが博物館や地域で活動されている様子を事務局に
ご紹介下さい。友の会通信に掲載させていただき、会員の
‘ 輪 ” を広げて行きたいと思います。
新しい発見や学芸員への質問等も、こちらへどうぞ 1

枝が交互に出ている

コクサギ型葉序
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山には雪､海には浮かぶ島々、龍でも降りてく
るのではと思う神秘的な空｡1月18日東伊豆単成
火山地形観察会です。
最近、気象庁の活火山の定義が変更され、伊豆

東部火山群が改めて活火山として認定されたそ
うです。1989年に伊東沖で海底噴火が起き、手石
海丘と呼ばれる海底火山が誕生したことでまさ
に活火山であることが証明されたと萬年先生の
お話でした。これからも同じような噴火が繰りか
えされるのでしょうか。
城ケ崎海岸の富戸で大室山火山から流出した

溶岩が数メートルの厚さで海岸に迫り柱状節理
を成していた｡大室山からの総噴出量は、約五億
トンとか。
単成火山の大室山は､5000年前の噴火によりで
きたスコリア丘。噴火様式は弱く高く上がらない
ので火口から噴出される火山岩塊と火山礫のほ
とんどがそのまわりに落下して安息角(約30)の円
錐形の丘が出来るのだそうです。スッキリときれ
いな山です。駐車場付近では、上部表面にクリン
カーがあるアア溶岩を観察しました。
積雪のため岩の山､筏場方面東伊豆単成火山を
離れ､伊豆半島の基盤である白浜層群の観察のた
め爪木崎へ。おりしも水仙祭りの最中祭り太鼓の
お出迎え。
ここには500万年前にマグマが噴出してできた

柱状節理があり、安山岩の角柱で俵のような形か
ら地元では俵磯とよばれているそうです。近くに
他と違い薄緑色の凝灰岩質の露頭があり観察。い
ろいろの大きさの粒を含み層になったところも
ありました。もとは白っぽかったが浅い海の火山
噴火の噴出物で熱水の影響をうけ薄緑色になっ
たのだろうと山下先生。石英､黄鉄鉱､黄銅鉱がみ
られました。
白い砂の風紋､碧い海、すばらしい景観です。

第59回サロンド小田原2004 .34
先の見えない二ホンオオカミ研究

絶 滅 し た オ オ カ ミ に 対 す る 一 般 の 関 心 は 高
い。最近では、1910年に福井県松平試農場で射
殺されたオオカミが、ニホンオオカミの最後だ
という新聞記事が世間を賑わした。
従来1905年奈良県吉野郡東吉野村鷲家口（わ
しかくゞち）で捕獲されロンドン自然史博物館に
剥製保存されている若いc nの個体が最後のニホ
オオカミとされていたゆえに話題となったもの
である。

白浜層群（500万年～200万年前）で300万年前
の石灰質の有孔虫の化石や貝殼などが堆積され
ている白浜海岸のシェルベットの観察です。中粒
砂で堆積構造に流れがあり貝殼が密集し､波の影
響を受け淘汰されているので､浅い海での火山活
動によるものでしょうとの田口先生の露頭印象
のお話でした。ヒヨク貝(ホタテの一種)のロクの
数やミミの幅などによっても年代が推測できる
というお話で何千万､何百万年前の世界が少し身
近になりました。美しい景観も温泉も火山活動の
存在があっての恵みなのですね。
帰りのバスの中で東伊豆単成火山の火口の配

列とプレートの動きの関係について。伊豆半島は
フィリヒ°ン海プレートに乗っているが､東伊豆は
丹那断層を境にして違う方向に動いていて真鶴
マイクロプレートの考えもあるとか。
最後に萬年先生が東伊豆単成火|｣_|地形観察会

叉の日にリベンジをとおしやっていました。前日
の雪でどうなることやら…と。観察会初めての参
加でした。現地でお話をうかがうとすっかりわか
ったような気になり興味が湧いてきます。大室山
の火口他、東伊豆単成火山の観察ができなかった
ことがとても残念でした。それにしても、変更に
もかかわらず1日を堪能出来ました事、先生方の
力量に感心いたしました。

（友の会長谷川洋子）

:演者 中村一惠（元学芸部長。非常勤学芸員）

オオカミ（イラスト：中村一惠）

東伊豆単成火山地形観察会2004118
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帰化動物の権威であり、烏類研究を専門と
する動物学者である中村さんは哺乳動物の中
で も オ オ カ ミ が 大 好 き 、 ニ ホ ン オ オ カ ミ の ロ
マンを求めた数々の研究がある。また世にオ
オカミファンは多くその研究も多々ある中で
9 8年開催の特別展「オオカミとその仲間た
ち」はそれなりのオリジナリティをもって臨
んだ催しであった。ところがその後今日に至
るまで、新たな視点が見えてこない。それは
なぜか。数々の魅力ある研究テーマがありな
がら、研究に困難が伴うのはニホンオオカミ
が絶滅し、生態、食性、行動など生きた動物
からしか得られない情報が消えてしまった絶
滅の重みによる。これが今日のタイトル「先
の見えない…」であり、また結論でもあった。
ニホンオオカミは信仰や魔除けの対象で

あったことから、とくに神奈川県秦野地方に
多くの標本があるが、その大部分は個人所有
で あ り 、 し か も さ ま ざ ま な 用 い ら れ 方 を して
きたために資料として不完全なものが多く、
また分類上重要な雌雄の区別が分からない欠
点がある。フラットな頭骨プロフィールは大
陸型と違った特徴であるが、これについても
雌雄による差異かどうか、論文にまとめるこ
とは難しい。
分類を困難にしているもう一つは分布域

の広さである。オオカミの分布は、現在はヨ
ー ロ ッ パ の 一 部 と 北 米 大 陸 に 極 限 さ れ る オ オ
カミの分布だが、19世紀には中米の一部を含
む北米からインド・中東・地中海を含むユー
ラシア全域に渡り、ヒトを除けば世界でもつ

骨のプロフィール

オ オ カ ミ の 頭 骨 比 較
特別展図録「オオカミとその仲間たち」より

とも広い分布域をもっていた。それ故に地域
的な変異も大きく、中でも閉塞された島国で
は変異が大きいのでニホンオオカミが独立種
であるのか、地域的変種なのか今もって分か
らない。
シーボルトが持ち帰ったオランダ・ライデ

ン王立博物館のニホンオオカミのタイプ標本
を含めた歯冠長によるオオカミ、化石オオカ
ミ、古代イヌ、ジャッカルの裂肉歯のサイズ
の比較では、北に行くほどサイズが長くなる
（寒冷地ほど餌となる動物が大きくなる）傾
向 を 示 して い る が 、 イ ヌ 属 が 進 化 して き た 第
四紀は気候変動の繰り返しが多く、それに合
わせ歯冠長が変化することもあって決定打と
はなり得ない。
イ ヌ 属 の 頭 骨 全 長 と 歯 冠 （ 裂 肉 歯 ） 長 を 変
数とした図表に示された全長がほぼ同じのイヘ
ヌ ( C 白 刀お 金 m i " a " S ) と オ オカミ ( C 乞 刀 i s
ﾉ"p zIs)の歯冠長の明瞭な差はイヌかオオカ
ミかを判別する決め手の一つ指標にはなる。
また前後長と頬舌径の比較図上、地質時代・
歴史時代の個体が回帰直線上に乗る事実は、
氷 河 期 以 後 の 温 暖 化 に 伴 う 小 型 化 の 傾 向 が 読
み と れ る 優 れ た 業 績 で は あ る が 、 元 々 大 型 種
と 小 型 種 が あ っ てそ れ が 羅 列 さ れて い る の で
は な い か と い う 反 論 に 対 して 明 瞭 な 答 え が な
い と い う 欠 点 が あ る 。 こ の よ う な わ け か ら オ
オ カ ミ 研 究 の 将 来 は か な り 深 刻 で、 宗 旨 替 え
をしなければならないかと案じている。
最 後 に 、 9 0 0 万 年 前 の イ ヌ 属 の 発 生 か ら 1

万年前のオオカミ種に至る進化史の紹介、ロ
マンを求めて訪ねた頭骨発見地茨城県上野村一、
「生犬（おいぬ）穴鍾乳洞」訪問記と豪華景
品 付 き ク イ ズ で 私 た ち の 関 心 を 盛 り 上 げ てく
ださった。オオカミに関する皆さんの関心度
はいかがだろうか。因みに正解者はたった3
名であった。
Q1 :現在、世界中に何頭のオオカミが生息して

い る か ？ 〔 1 万 頭 、 5 万 頭 、 1 0 万 頭 、 5 0 万 頭 、
1 0 0万頭から選択〕
Q 2 : オ オ カ ミ が 最 も 多 い 地 方 は 次 の ど こ か ？
〔アラスカ（合衆国）、カナダ、グリーンランド、
中国、インドから選択〕
0 3 : 日本にはまだオオカミが生息していると思

い ま す か？ 〔 思 う 、 思 わ な い 〕
Ans .  10万頭〈カナダ、どちらでもよい

〔 出 席 者 4 2 名 茶 話 会 3 1 名 〕
（ サ ロ ン 担 当 蛯 子 貞 二 ）

頭

、

- 8 -



行 事

く第60回 サロン・ド・小田原＞
～アオバトのふしぎ（仮題）～

日時： 5 月 8 日 （土）受付 1 6 : 3 0 ̅
講演: 17 :00～18 :00 (1階西側講義室）
茶話会: 18:00～19:30 (1階東側講義室）
演 者 ： こ ま た ん
対象：友の会会員・一般 ご 友 人や活動の
お仲間も、この機会にぜひお誘い下さい。
参加費: 1 , 000円／人（講演会のみは無料）
申込み：講演会は申込み不要。茶話会に参加
の方は普通はがき、FAX、Eメールで事務局へ。
締 切 り ： 5 月 7 日 （ 木 ）
駐車場 :博物館裏第2駐車場をご利用下さい。
問合せ：田口学芸員まで 0465-21-1515

tagu@nh. kanagawa-museum. Jp
演者紹介 「こまたん」は、大磯町の高麗山周
辺で活動していた探烏会の略称 ｡後に探烏会を
中心に様々な活動を行っているグループの名
前になった。「アオバトは波に飲み込まれる危
険を冒してまでなぜ海水を飲みに来るのか？」
という疑問からすべてが始まった・・ ･大磯の
照ヶ崎での1 5年にわたる地道な調査から、ア
オバトの謎や疑問について解き明かしてくれ
ます。ご期待下さい！

〈自然倶楽部＞

早川水系の文化と歴史探訪 Pa r t 4
～博物館周辺の身近な自然観察会～

日 時 ： 5 月 2 2 日 （ 土 ） 9 : 3 0 ～ 1 5 : 3 0
場所：入生田～長興山～塔の峰～阿弥陀寺

～箱根湯本（小雨決行）
講師：新井学芸員、勝山学芸員、関口康弘
（友の会）詳細は同封のチラシをご覧下さい。

〈オーブンラボ＞
公開講座～土の中の虫ウオッチングー

日時：6月5日（土）6日（日 ) 1 0 : 0 0～1 5 : 0 0
場 所 ： 博 物 館 周 辺 と 博 物 館 3 F 実 習 実 験 室
講 師 ： 当 館 館 長 青 木 淳 一 先 生
詳細は同封のチラシをご覧下さい。

<オープンラボ>スタッフ企画会議。勉強会
日時： 5 月 2 2 日 （土 )  1 0 : 0 0 ～ 1 5 : 0 0
場 所 ： 午 前 野 外 観 察 （ 雨 天 で な い 場 合 ）

午 後 企 画 会 議 ･ 3 F 実 習 実 験 室

定

く 1 7 回 植 物 観 察会＞
～箱根にコアジサイの香りを求めて～

日時： 6月 1日（火）雨天時 6月 2日（水）
9:30～15 :00頃

集 合 ： 湯 本 駅 改 札 口
コース：小涌谷温泉一千条ノ滝一浅間山一湯

坂路入口（各自バスで湯本へ）
講 師 ： 勝 山 学 芸 員
参加費: 900円（行きのタクシー代を含む）
申込み:普通はがき。初参加の方その旨記入。
締 切 り ： 5 月 1 0 日
持ち物：弁当、水筒、雨具あればストック
参考：小涌谷温泉までタクシーで。石畳が

滑りやいので気をつけて下さい。
問合せ：土屋昌利 0
寺井京子

〈地学グループ＞
～ 鎌 倉 地 質 観 察 会 1 ～

古都鎌倉の、ハイキングコースで見られる
地層を観察しながら歩きます。今回は主に不
整合等層序を勉強し､化石は次回の予定です。
日時：6月5日（士)雨天中止（40％ルール）

10:00～15:00頃
集 合 ：横須賀線北鎌倉駅前
コース：北鎌倉駅一化粧坂一源氏山一銭洗弁

天一横須賀線鎌倉駅
講師：蛯子貞二（友の会）、山下浩之（学

芸員）、田口公則（学芸員）
対 象 ： 一 般 、 定 員 は 設 け ま せ ん
参加費: 100円／人（保険料、資料代）
別途、当日使用する資料として、鎌倉の1万
分の1地質図、断面図を頒布します。(400円）
申 込 み ： 普 通 は が き
締 切 り ： 5 月 2 4 日 ま で
地 質 図 は 部 数 用 意 の た め 申 込 み は が き に 必 要
部数を併記して下さい。
問合せ：新藤誠一郎0

〈夏休み昆虫探検隊＞

日 時 ： 7 月 3 0 日 （ 金 ） 、 3 1 日 （ 土 ）
場 所 ： 長 野 県 高 遠 付 近
2 日 間借り上げバスで移動します。
詳細は次号の通信に掲載します。

予

へ
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受付は

記入は

宛先は

- 1 0 -

行事への参加申込み方法

各行事案内の申込み方法に従って、普通はがき、または往復はがきで。

企画名／会員番号／参加者全員の氏名／性別／年齢／代表者の住所、
電話番号を明記、各行事案内に指定の記載事項もご記入ください。
[生命の星・地球博物館友の会事務局]宛てにお送りください。

畠 情報クリップ＊＊＊＊＊

★★★ 会 員 特典が充実しました！個人 3 0 7 名 、 家族 1 4 8 世 帯
この4月から、館内レストラン「フォーレ」の 内新規会員 43名

利用が10％割引になります。券売機でチケット

を購入せず、カウンターで従業員に会員証を提示 ★ 友の会活動紹介コーナーがお目見え
し て 下 さ い 。 ミ ュ ー ズ ・ フ ェ ス タ 2 0 0 4 で の 力 作 パ ネ ル 《 友 の 会

活動紹介》を、2Fライブラリー入口の友の会．

★ 会費の支払はお済みになりましたか？ -ナー（仮説）で継続展示します。ぜひご覧くだ

H16年度の会費支払がまだの方は、お早めに。さい。「友の会って何をするの？」が分かり、あ

個人1 500円、家族2000円、振込み手数料をごまり馴染みのないの分科会の活動も、「へえ～面

負担いただくことになっていますのでお間違い白そう！」と観察会や講座に参加したくなること

ないよう1総合案内カウンターでも受付けます。請け合いです。

博物館職員の異動
平成16年4月1日、副館長ならびに友の会に係わる方の異動を報告いたします。（敬称略）
副 館 長 転 入 ： 長 島 敏 雄 （ 前 教 育 部 担 当 部 長 ）

転出：大曽根俊久（県立総合教育センター）

企画普及課転入：中島功（前県立伊勢原高校）

転出：関口康弘（県立伊志田高校）

担当異動企画普及課友の会担当 奥 野 花代子→新井一政、鈴木由美→継続

学 芸 部 友 の 会 担 当 田 口 公 則 、 佐 藤 武 宏 → な し
※学芸部友の会担当は、今年度から設置しないことになりました。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

次回の通信発送日は、6月26日 (土 )、10時から、会議室です。

編集後記：広報G第1段、試行錯誤の通信です。ご感想、ご意見をお寄せ下さい。

発行：神奈川県立生命の星・地球博物館友の会

編集：友の会広報グループ
〒250-003 1 神奈川県小田原市入生田4 9 9    TEL : 0465-21-1515

E メ ー ル

交通：箱根登山鉄道（小田急線箱根湯本行き乗入れ）入生田

会員状況 H16. 3. 31現在

個人307名、家族148世帯

内新規会員 43名

FAX : 0465-23 -8846

tomonokai@nh. kanagawa-museu'n. jp

箱根登山鉄道（小田急線箱根湯本行き乗入れ）入生田（いりうだ）駅下車3分

駐車場は地下（16 : 30で閉門）と博物館裏屋外第2駐車場の2箇所

E謹壼この本は再生紙(古紙,00%含有)を使用しています

＊ ＊ ＊ ＊
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